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例言

鬼虎川遺跡第 38次発掘調査は、松田順一郎が担当し、補助員として藪野勝久、大川寿
一、宮島仔、辻康男、西村和浩、中谷成道が従事 した。本報告書は、松田が執筆した。遺

構図・堆積層断面図の作成、遺物の写真撮影は宮島と松田が行った。

なお、本事業では現地調査にかかわる掘削工事の予算を含めて財団法人東大阪市文化財

協会が大阪府八尾土木事務所より委託を受けたため、この工事を株式会社 安西工業に委託
して行った。調査地の基準点設置はアジア航測株式会社に委託 して行った。

大阪府八尾土木事務所からは、現地調査において工程や調査日数などに御配慮賜 り感謝

致します。

なお、歴史時代の地震痕跡による堆積層の絶対年代推定を試みていた本調査中に、図ら

ずも阪神・淡路大震災が発生した。このような調査・研究が、今後の地震研究や防災にい

くらかでも寄与するものであることを願い、すでに震災の日より2年あまり経過しました

が、あらためて犠牲者の方々の御冥福をお祈りいたします。
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鬼虎川遺跡北部の歴史時代耕作地跡と地震層序

一 国道 170号線被服団地前交差点立体交差事業に伴 う

鬼虎川遺跡第 38次発掘調査報告 一

1. は じめ に

鬼虎川遺跡は、おもに弥生時代中期の考古資料に富む埋蔵文化財包l~或地で、東大阪市東

部の西石切町 5・ 7丁 目と弥生町一帯 に拡がる (図 1)。 弥生時代中期の掘立柱建物跡をはじ

めとする居住域の遺構群や方形周溝墓群、水田跡などの遺構と、これらにともなう多くの

遺物は、おもに本遺跡を横切る国道308号線と170号線の交差点の東および南の道路敷と

これに隣接した領域で検出され、注 目を集めてきた (た とえば下村ほか ,1980,芋本ほか

,1984;勝田・曽我 ,1994)。 しかし、遺跡全体にわたる層序対比や、遺跡形成過程につい

ては、これまでの調査成果が充分総合されているとは言いがたい。また、推定される遺跡

範囲の中で、未調査の領域が多く、集落の構造やその変遷に関して現在なされている説明

には「未知の前提」が含まれているように思われる。いつぽう、上記の交差点より北の領

域では、かつて 2・ 3の発掘調査が行 なわれたが (た とえば才原 ,1977,1978)、 弥生時代

の遺構・遺物はほとんど検出されなかった。また、弥生時代の堆積層を含むこの領域での

層序には不明な点が多く、歴史時代 までの遺跡の在 り様を知る手掛 りを欠いていた。

近年、国道 170線の道路拡幅工事 にともなって、この領域でも発掘調査が行なわれた。

鬼虎川遺跡第38次発掘調査はその下つで すヽでに行われた試掘調査の結果に基づき、おも

に歴史時代の遺構・遺物の検出を目的として進められた。本報告では、その結果明らかに

なった中世。近世 。近代の若千の遺物 をともなう耕作地跡、史料によつて年代の知られる

古地震痕跡か ら求めた年代層序、および江戸時代以後の水田土壌の特徴について述べる。

2.調査 に至 る経 過

鬼虎川遺跡北部を東西にはしる国逆 308号線と南

北にはしる国道 170号線 (外環状編 の交差点 (被服

団地前交差点)での自動車交通の円滑化をはかるた

め、大阪府八尾土木事務所は、170号線を堀割 り、

3()8号線と立体交差させる計画を1990年頃から進め

ていた。この工事にともなって、交差点以北における

本格的な発掘調査が必要かどうかを判断し、調査計画

を立案するための資料を得るため、工事予定区間の北

端に近い、交差点の北方約230mの 地点で東大阪市文

化財協会が 1994年 2～ 3月 にかけて試掘調査を行つ

た。その結果、地表下約 3.8mまでに、中世・近世の

遺構・遺物を検出した。また、地表下約41■■付近でも、

耕作活動の影響を受けたと思われる堆積層がみとめら

れたため、交差点より北では、この深度までを調査対

象とすることになった。その後式この計画は170号線

の幅員拡張に変更され、大規模な掘削を伴う発掘調査

に至らなかったが、いずれにせよ工事区間の北端付近

にある歩道橋の橋脚を現道路敷の外狽1に移設する必要

があつた。1994年 10月 に、大阪府八尾土木事務所か

ら、用地買収の済んだ歩道橋西側の新たな橋脚位置に

おける発掘調査の依頼を受け、東大阪市文化財協会が

発掘調査を実施することになった。

図1鬼虎川遣跡の位置と

周辺の遺跡。
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3.鬼虎 川遺 跡 の地 形・地 質条 件

鬼虎川遺跡は河内平野沖積低地の東辺にあり、生駒断層がはしる東方の生駒山地西側斜
面の基部、標高 80～ 100mの 谷回から低地に向かって発達した沖積扇状地 (図 2の新期扇
状地)扇端に隣接する。現地表面の標高は4～5mである。沖積扇状地の表層はおもに、低
位段丘構成層 (約 23000年 B.P。 )、 沖積層基底礫層 (約 18000年 B.P.)および完新世基底
礫層 (約 10000年 B,P.)に相当する堆積層からなる (沖積層の区分名称は井関 (1983)な
どに従う)。 沖積扇状地斜面には、後氷期に形成された開析谷が発達している。このうち小
規模なものの多くはすでに埋没しているが、清状の浅い凹みとなってその痕跡をとどめて
いる。本遺跡に流入する鬼虎川の上 。中流域は、比較的幅広 く深い開析谷をなし、これ ら
に沿って河岸段丘状の微地形がみとめられる。扇状地斜面の一部には、高度や傾斜とは関
係なく、完新世後半の堆積物が比較的厚 く堆積 している。扇状地扇端部は標高5～7mで、
縄文海進高海水準期頃 (約 5300年 B.P。 )の いわゆる河内湾の汀線にあたり、海食崖をなす
ところがある。低地側の遺跡範囲内では沖積層中部泥層が、おもに低位段丘構成層を不整
合に覆い、その下底深度は上述した汀線の西方約500mの 恩智川付近で地表下約12mに達
する。その上位に沖積層上部砂層相当層と考えられる、潮汐流の影響下で堆積した砂質泥
層、沖積層頂部泥層に相当する湖沼の泥質堆積物、および頂部陸水成層に相当する河川の
砂礫質堆積物が累重する。沖積層上部砂層相当層は縄文時代中期末か ら晩期前半 (約
4000～ 3000年 B.P.)に 、頂部泥層相当層は縄文時代晩期か ら古墳時代初頭 (約 3000～
1900年 B.P.)ま でに、頂部陸水成層相当層はそれ以後に堆積 したと考えられる。現地表画
は、現代の盛土を除くと、3～4mである。沖積層を構成する堆積層の累重様式と層相は、
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同時間面における低地側と扇状地側の同時異相の存在や、開析谷から排出される土砂の堆

積場の偏在・移動、縄文海進高海水準期以後の海水準ないし湖水準の変動による微小な侵

食・堆積などとこれらに関連する微地形発達、および集落形成にともなう人為的な地形改

変などによって、遺跡範囲内でも微妙な変異がみとめられる。これらの層序対比は今後の

重要な課題である。

鬼虎川遺跡の西方には、十日大和川の分流路であつた吉田川の旧河道および自然。人工堤

防が南北方向に残存してお り、遺跡範囲はこの後背湿地にあたる。本遺跡西縁部のごく表

層は、この環境下で堆積 した泥質堆積物が卓越する。本遺跡西縁部を北流する恩智川はこ

の後背湿地の排水流路であつたものが、おそ らく近世の築堤によって流路固定され、さら

に天丼川化したものであろう。恩智川東側の堤内地は、生駒山地西麓を流下する水が停滞

し、大和川の付け替え以後も、同川西独1の後背湿地にくらべ、排水不良の状態が続いたと

考えられる。これを改善するため、掘上田を造成 し、背割 りの水路をより下流側で恩智川

に合流させて耕作地がいとなまれた。水田の区画の間に多数の井路が掘 られた掘上田の景

観は、調査地周辺では後述するように、明治時代の耕地整理によってすでに消失していた。

その他の領域では、1970年代以後、道路・鉄道・建物の建設によってほとんど消失した。

4.調 査経 過

現地の発掘調査は 170・ 308号線交差点の北方約250m、 170号線西側の歩道橋基礎工

事部分 (東大阪市西石切町6丁 目3-42、 図 3・ 4)で、1994年 12月 19日 から開始した。調

査区は、南北 80nl、 束西 5mの細長い矩形で、トレンチ調査の趣の強いものであった。ま

ず、現地表面 (T,P.約 4.5m)よ り深さ 1.5mまでの舗装と盛土をバックホウで除去し (図

5)、 その後地表下約 4「l(T.P.約 0.5m)までを人力で掘削して、遺構・遺物の検出、堆積

層の観察などを行った。その結果、最近の耕作土層下、T.P.約 2.9～ 2.6mま での間で、近

世以後の掘上田とその井路からなる水田耕作地跡を検出した。この遺構を構成する数枚の

耕作土層と同時期の井路内の堆積層を順次掘り下げ、畦畔の有無や井路の浚渫・掘 り直し

の状況を確認した。また、検出された遺構や堆積層の写真撮影を行うとともに実測図を作

成した。

これより下方、T.P.約 1.8mま でには、ほとんど遺構・遺物をともなわない砂質泥層が、

その下位には畑地耕作土層と考えられる、著しく優乱を受けた、厚さ約 30clllの砂礫質シ

ル ト層がみとめられた。同層の直下では、足印群、井路状の落ち込み、自然流路などが検

出された。これ らを精査した後、再び遺構・遺物を含まない泥層を約70cm掘削すると、厚

さ数～20cmの著しく擾乱を受けた砂礫質シル ト層がみとめられ、その層相から畑地耕作

土層と判断した。この下位の泥層上面でも多数の足印が検出された。これより下方約

図 3鬼虎川遺跡 38次
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図5機械掘削の状況。盛土 を除去。
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次調査地西辺の堆積

層断面図。

30cmの T,P.約 0.5mまでを掘削し、調査区全体での調査掘削を終えた。その後、調査区

中央部に一辺 1.5m方格、深さlmの トレンチを掘削し、下層の状況を調べたが、遺構・遺

物はみとめられなかった。以上の掘削終了後、掘上田遺構下面以下の堆積層断面の写真禄

影・実測を行い、1995年 3月 8日 に現地の調査を終了した。

なお、調査地においては、後述する簡略な土壌分析のための試料を採取したほか、堆積

層の年代推定を目的として、歴史時代の地震動よる泥質堆積物の変形構造を観察・記録し

た。調査期間中の 1995年 1月 17日 には、淡路島・阪神間に歴史的な被害をもたらした兵

庫県南部地震が発生した。調査地付近でも強い地震動を感じたが、これによって過去の地

震が記録された堆積層断面が倒壊しなかったことは幸運であった。

1(Gr)― Sd‐ S卜Ci 5Y3/2
2 (Gr)― Sd‐ S卜C1 75Y3/1
3 GrSd‐ S卜CI(v.Sdy)5Y2/2
4.(Sd)‐ Gr‐ S卜c1 5Y2/2
5 Gr‐Sd(VCS～ MS)
6.(Gr)― Sd‐ S卜C1 7.5Y3/1
7.(Gr)‐ Sd‐ S卜C1 5Y3/1
8.(Gr)― Sd― S卜Ct(v Mdy) 5Y2/2
9 Sd(VFS)‐ C卜SiBLK 5Y2 5/2
10.Sd(VFS)‐ S卜 CI BLK(OrgMt‐ rich)75Y3/2
11. peaty S卜 CI

12 Si‐C1/S卜VFS interLM 10Y5/1
13.Si‐ CI(Or9Mt― 西ch)75Y4.5/1
14 G「Sd― S卜CI(OrgMt‐ 市ch)5Y4/1
15 G「 Sd‐ S卜CI(OrgMtOrich)2 5Gy3.5/1
16 (Gr)‐Sd― S卜 CI BLK
17 (Sd)‐ S卜CI, Sd‐ S卜CI BLK
18 G「 Sd‐ S卜C1 2 5GY3 5/1
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19.5卜CI(OrgMt,PLrem‐ rich)2 5GY4/1
20.S卜 Ct(OrgMt― rich)2.5Y3/1
21 S卜 C1/Si‐ VFS interと M 5Y4/1
22 G「Sd‐ S卜CI(OrgMt‐ 百ch)
23 G卜 Sd― S卜CI(diSturbed,BLK) 10Y3/れ
24 G「 Sd― Siい CI,Si‐ CI BLK
25(Sd)― Si― Cと  7.5Y4/1
26.Si‐ CI(OrgMt― rich)5Y3/2
27 Si‐Cl 10YR3/2
28 (Sd)― Si― C1 25Y3/2
29 (Gr)― Sd― S卜CI(Or9Mt‐ rich) 5Y3/2
30.Gr‐ Sd‐ S卜CI(V Grnty)5Y3/2
31 (Gr)― Sd― Si‐ C1 5Y3/2
32 (Gr― Sd)‐ Si‐ C1 7.5Y3/1
33 Gr～ Sd― S卜 C1 5Y3/2
34 (Sd)‐ S卜Ci 5GY4/1
35,FPb～ Gr,VCS～ MS 2 5Y5/6
36 (Gr)― Sd‐ Si― C1 5GY4/1

36' G「 Sd― Si‐ C1 5GY3/1
37 Si/VFS～ FSinterLM 7 5GY3/1
38.(Sd)― S卜CI(OrgMt― rlch)75Y4/1
39 (Sd)‐ Si‐ Ct,S卜CIBLK 7 5Y4/1
40 Gr― Sd‐ S卜 CIBLK 2 5GY4/1
41 Si―C1 5GY4/1
42 S卜Ci 5GY4/1
43 S卜 Sd(FS～ VFS LM)5GY4/1
44 S卜 CI(OrgMt― rich)5Y4/1
45 S卜 CI(OrgMt― rich)2 5GY4/1
46 G「 Sd‐ S卜C1 2 5GY4/1
47 Gr― Sd― S卜 CIBLK 2 5GY4/1
48 Sd(M～ VFS)/Si― CIBLK 2.5GY4/1
49 S卜 CI(OrgMt‐ rich)2.5GY4/1
50 5卜 CI(OrgMt― nch)5Y35/1
51(Sd)―S卜C1 2 5GY4/1
52 S卜CI(OrgMt― rich)75Y3/1
53 (Sd)‐ Si‐ C1 2 5GY2/1
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5.遺構・ 遺 物 帯

現地調査において掘削したT.P.約 3.2mか ら-0.5mま での、調査地西辺における堆積層

断面を図6に示す。また、同断面中央における柱状図を図7に示す。本報告では、遺構形

成および遺物の出土層準、遺物の組成と相対年代に基づいて区分された累重中の特定の垂

直範囲をSteirl(1987)に 従い「遺構・遺物帯 (etluュozone)」 と呼ぶ。調査の結果みとめ

られた遺構 。遺物帯 (EZ)1～ 5を柱状図に示す。また、同図では、層相および出土遺物の

相対年代から判断し、いくつかの単層をまとめ、時代・時期および岩質によって堆積ユニッ

トの名称を与えた。遺構・遺物帯および堆積ユニットの認定に至るには、層相の指標とな

る堆積物の特徴をより詳細に記載しなければならないが、残念ながら、本報告ではこれら

を省略する。なお、ここでは近代を「大政奉還」の 1867年より後、20世紀前半とし、現

代をおおむね 20世紀後半とする。

5。 1遺構・遺物帯 刊 (近代～現代、1～4層 )

舗装・盛上の直下には、国道 170号線 (外環状線)建設前までの、見かけ上 3枚の耕作

土層がみとめられた。本帯はこれらから構成される現代水田耕作土層と近代一現代水田耕

作土層に相当する。全体の厚みは約 50cm lT.P.3.2～ 2.3m)で 、調査区全体に分布する。

各単層にも、上部には砂質粘土質シル トからなる作土、下部が細礫・砂を多く含む粘土質

シル トからなる耕盤がみとめられた。

調査区中央吉卜の本帯下部相当層で、東西方向の畦畔が検出された (図 6の A)。 調査区北

端部では、現代水田耕作土層直下で、砂質粘土質シル トおよび有機物に富み黒色を呈する

シル ト質粘土からなる大量の偽礫で充填された、東西方向にのびる掘上田廃絶後の溝を検

出した (図 6の B、 図 8)。 この遺構の検出面からの深さは約2.3mで、北側の斜面は、調査

区外にあり、全幅は不明だが、最深部と南カタの水平距離は約4.5mであった。この清を

充填する偽礫層の下位には、後述する遺構・遺物帯 2の江戸時代―近代掘上田井路内泥層

および遺構・遺物帯4の室町時代落ち込み内泥層の一部が残存 していた。したがって、本

|-1464SO

ヽ マ ~

|-146445 十_146440
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B
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54 S卜 Ci/PLren■ ,Subpeat interLM 5Y2/2
55 (Si)― C1 5Y2/1
56(Si)― C1 2 5GY5/1

FPb=細粒の中礫,Gr=細 礫,

Sd=砂 ,VCS=極粗*立砂,CS=狂 lイ立砂 ,

MS=中粒コノ`,FS=細率邸ひ,VFS=種糸雌 砂 ,

Si=シル ト,CI=粘土

PLrem=植物遺体

Subpeat=亜 泥炭

PLrem=植物遺体

BLK=偽礫(ブロック土)

OrgMt‐nch=有穫物に富む

前sturbed=擾 乱を受けている

吐
山
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‖
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Wと
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‖
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例 I Sd―S卜Ct砂質シル ト質粘土

(Gr‐ Sd)― Ы わずかに砂礫質シル ト

interLm=葉 層の互層

伊J:VFS/S卜 Cl interLM

極細粒砂とシル ト質粘上の葉層互層

堆積物の色調はマンセル記法に従う。

F標準土色帖」参照。
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図 7調査地中央部の柱状図。

T,P,4.5m
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塊状 水平葉理 トラフ型斜交層理

フレーム構造
ロー ド構造

國
ロー ドキャス ト
コンボルーション

羹 盛土・耕作土(人為的擾乱) 足 印

EZ=遺構・遺物帯(ethnOZOne)
DZ=変形ジーン(DZl・ DZ2の位置は図5に示す。)

0内の数字は、推定される歴史時代の地震イベントの年代

柱状図右隣の数字は単層番号(調査区西辺堆積層断面図(図 5)参照。)

V
移

岩 質 堆積構造

鎌倉時代

5 耕作土層

室町時代畑地

耕作土層(U)

室町時代泥層

室町時代砂礫層

4

室町時代畑地
耕作土層(L)

室町時代
落ち込み内

EZ4

泥層
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図 8調査区北端部の清。断

面に溝を埋めた偽礫のうち、

黒色のシル ト質粘上が散在

して見える。SE→ NW。

図 9遺構・遺物帯 1の下底

(4層上面)で検出された足

印群 と溝 (鋤痕 ?ぉ SSW→
NNE。

●

“
、

，
一Ｉ
‐‐
‥

争

え

遺構は、泥質堆積物に充填された過去の凹地ないし溝を掘 り直したもので、掘削後の滞水

状態での堆積物がみとめられないのは、掘削直後に埋め戻されたことを示す。これらのこ

とから、最近の耕作地造成に際しておこなわれた地盤改良の跡と思われる。本帯最下部の

4層下面あるいはその直上から作用し、下位の 5層上面に痕跡を残す多数の足F「や鋤跡を

検出した (図 9)。

本帯最上部で上位の盛土との境界付近では、平安時代から近 。現代までの遺物が採集さ

れた (図 10a～ d)。 本帯を構成する水田耕作土層からは土師器ないし土器の細片が出上し

たが、器種や製作年代は判断できなかった。

5.2遺構・遺物帯 2(近世～近代、5～24層 )

本帯は、調査区北端、中央部北寄 りおよび南部で検出された東西方向の井路(図 11・ 12)、

およびこれらを充填する堆積層 (江戸時代一近代掘上田井路内泥層)、 これらと層序的に連

続し、井路の間に分布する耕作土層 (江戸時代一近代掘上田耕作土層)に相当し、T,P,約

2.5m以下にみとめられる。耕作土層の層厚は10～ 30cll■ (T,P.2.6～ 2.3m)で あった。井
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■
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■
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a

C

図 10遺構・遺物帯 1

の出土遺物。a.磁器、

b.陶器 。土師器 。須

恵器、c.土師器・陶

器・須恵器、d.瓦。ス

ケールバーは5cm。
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靴

警こ  |

b

が
一 時
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笙 彗
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r・
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路は幅約 6m、 深さ 1.3～ 1.5mで 、最深部はT.P,0.71nで あった。井路の幅は、それらに

狭まれた部分の耕作地面 (農地工学でいう畦区ないし耕区に相当する)の幅の約 1.5倍あ
り、調査地では、掘 り直し・埋め立てによって失われた北端部の井路も含めて、3本の井
路が櫛の歯状に平行して配列されていた (図 13)。

中央部の井路は3回、南部の井路は2回掘 り直しされており、とこ/っ によっては浚渫の

痕跡もみとめられた (図 6の C)。 見かけ上同じ形成面で検出された井路でも、中央部と南

部では、共通する堆積層と他方ではみとめられない堆積層がある。たとえば、南部井路の
8・ 9層 と中央部井路の8・ 9,10層 、前者の11～ 14・ 15。 16層 と後者の11～ 14層 である。
いずれも井路底の推積層が異なることから、掘削時期が前後する可能性が高い。いっぱう、

埋積が進み、水深を減じたにもかかわらず、放置された結果、湿地の植物が繁茂、枯死し

て生じた泥炭質の植物遺体層が発達した層準がある(11・ 20層 )。 いずれの井路も、泥質堆

積物で埋積され、水深を減じた後、浅く残存 した凹地を、周囲の耕作土を素材とする偽礫
で埋め立てられ廃絶する。掘上田井路の埋積が進むいっぱう、耕作土が積み上げられた掘
上田最終段階直前の9層上面および 5層下面からなる遺構検出面の起伏と掘 上田ベースメ
ントの起伏を図 14に示す。

井路に狭まれた耕区は上位の耕作土層と同様、砂礫質の鋤床層と、泥質の作土層がみと

められたが、顕著な耕作土層の累重はみとめられなかった。ただし、本帯最上部に相当す
る5層上面は、上位の耕作地の造成に際して削平されており、すでに述べた井路廃絶後の

状況を考え合わせると、井路間耕作地の耕作土は見かけより高く累重していた可能性が高
い。耕作土層下部の鋤床層とその直下には、地下水が少なくとも鋤床より低下 したことを

示す酸化鉄斑紋が帯状にみとめられた (詳細には後節の土壌分析を参照されたい)。
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図 1刊 調査地中央部の掘上田井路。SE→ NW。

図 13掘上田とその井路のベースメン ト。3本の井路

が東西方向に平行する。

図 12調査地南部の掘上田井路。SE→ NW。
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図 14掘上田の等高線図。 ドッ ト部分が耕作領域。

a.掘上田最終段階の9層上面および5層下面から

なる遺構検出面の起伏。b.掘上田ベースメン トの

起伏。
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マ

図 15遺構 。遺物帯 2の出土遺物。a.陶器・

磁器、b.陶器・須恵器 。上師器、c.陶器・土

師器・瓦。スケールバーは5cm。

本帯からは、平安時代～近代 (明治・大正時代)までの上師器・須恵器・瓦器 。陶磁器・

瓦などの遺物が出土した (図 15a～ t｀l。 これらの遺物の組成は、上位の遺構・遺物帯の組成
へ漸移的に変化すように思われる。

5.3遣構・遺物帯 3(室町時代 :16世紀後半、27～29層 )

本帯は、上位の井路の掘削で失われた部分を除き、T.P.約 2.3～ 1.8mの 調査区全体に分

布するシル ト質粘土層 (室町―江戸時代泥層下吉Dに相当する。27層 より上位で遺構 。遺

物帯 2の下底に相当する24層 までの間には、遺構 。遺物ともにみとめられなかった。本帯

からは、15～ 16世紀の陶製燈明 lLと をはじめ、土師器・須恵器・瓦器などが出土した (図

16a・ b)。 他の遺構 。遺物帯に比べ、本帯からの出土遺物は少なく、先の燈明皿を除いて、

いずれも円磨のすすんだ細片であった。本帯を含む室町―江戸時代泥層の層相からは、自

然ないし人工堤防の背後に発達した後背湿地ないし湖沼の堆積環境が想定され、調査地付

近は陸域の主要な人間活動の領域の外であったと推測される。このことと、上述の遺物の

堆積物としての特徴、および遺構の存在しないこととは矛盾しない。

54遺構 。遺物帯 4(室町時代 :14世紀、3()～41層 )

本帯は、T.P.1,7～ 1.4mにみとめられ、著 しい人為的優乱を受けたシル ト質粘土偽礫ま

じり泥質砂礫層 (30・ 31・ 38層 、室町時代畑地耕作土層)、 シル ト質粘土層 (34層、室町

時代泥層)、 T.P,1.3～ 0.9mに みられ、浅く細い自然流路 (図 6の D)と下位の、調査区中

央部の落ち込み (図 6の E)最上部を埋める砂礫層 (35層、室町時代砂礫層)、 および

T,P。 1.3m付近にみとめられ調査区の南北端と上記の落ち込み内の泥層中に挟まれる砂礫質

シル ト質粘土層 (36▼ 層、室町時代畑地耕作土層 (T_l)、 T.P。 1.2～0.4111で、上記の落ち込み

奪

糧
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響戸簿善移 要▼紗爆尋
屯‐ 錘翼 雪 森工守伊
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曽 婚 簸 象:|、

, 予鐵 諄轟 琴

―

Ｌ
ぽ

亀尋

奪

b
図 16遺構 。遺物帯 3の出土遺物。a.土師器・

須恵器 。瓦器、b.陶器 (燈明皿)、
c.瓦。スケー

ルバーは5cm。

を充填する数枚の泥質堆積層 (86～40層、室町時代畑地耕作土層 (Ll・ 室町時代落ち込み
図 18遺構・遺物帯3の

内泥層)に相当する。これらは、掘上田の井路で掘削された部分では失われている。

本帯最上部の泥質砂礫層 (図 17)は、砂礫と泥を人為的に混合して形成されたものと考 堆積層の分布。

えられ、最上位の30層 では、両者はひじようによく混じり合つているのに対して、その下

位の31層では、中礫クラス以下のシル ト質粘土偽礫を多く含む。さらに下位の33層 もよ

く混合されており、ほとんど塊状をなす。同層と31層 との間には、ところどころにわずか

に砂を含むシルト質粘土がレンズ状に挟まれる。上記のよく混合された30・ 33層 には、2・

□ 球蹄日
3F】層lの

llllll(詭 l紹鍮域

匡三∃棚洪幹犠
土層136局

蓼芝の鎌

図 17調査区西辺中央部の

堆積層断面。

杭

▲
爪
Ｉ
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図20自然流路南西岸で検出された芝の集積

の一部。SW→ NE。

図 19自 然流路南西岸、42層上面で混在す

る足印とロー ドキャス ト。右上部がSE→
NW方向にのびる自然流路の砂礫層。スケー

ルは2mo S→ N。

3cm以下の耕起による砕土の偽礫状の堆積構造が多くの部分に残存し、それぞれの下位層
の上面には足印が多数みとめられた。以上のことから、両層および31層 は全体 として畑地
の耕作土層で、砂礫と泥の混合の程度は耕絃・砕土の頻度によるものと考えられる。薄い

泥層 (32層 )の挟在は休耕の期間があり、その後作土が形成され耕作が再開されたことを

示唆する。

上述の耕作土層直下で耕作地のベースメントをなす室町時代泥層は調査区全体に分布し

たと考えられるが、その下位の砂礫層層はおもに調査区中央部を南束→北西方向にのび、

帯状に分布していた (古流向も同じ)。 この砂礫層下位で、本帯に属する堆積層の分布を図
18に示す。砂礫層は、深さ約40cm、 幅約 1.2mで、横断面形が緩やかな凹みをなす流路

内では、トラフ型斜交層理で、級化成層をなす。河川本流からの逸流が一時的に通過して
いた時期に、堆積したもの考えられる。自然流路南西岸の下位の泥層上面では、砂礫に充

= 
ⅢF彎囀田ほ

図 21遺構 。遺物帯 4の下部で検出

された落ち込み。調査区西辺に向

かってすり鉢状に深 くなる。スケー

ルは2mo NE→ SW。
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填された足印群とロー ドキャス トが検出され (図 19)、 また、流路の縁辺に貼りついた芝の

集積 (図 20)と杭列が検出された。芝は、直径 5～ 151nm、 長さ30～ 60cmの枝の方向を

そろえた、いくつかの集合からな り、本来は束ねられていたようである。これらの用途と

して、燃料、護岸材料などいくつかの可能性が思いうかぶ。砂礫層は、北部では、下位の

落ち込みの埋積の最終段階に残つたわずかな凹みを埋めるかたちで堆積していた。

落ち込み (図 21)は、調査区中央部の北西寄 りと南束寄 りの2か所で検出された。前者

は、最大幅 6.8m、 深さ約 lmで、調査区内では不整形な半円形をなすが、調査区外に続い

ているため全形は不明である。後者は、最大長約 5.5al、 深さ約0.3mで、調査区内では細

長 く南北にのびた形であつたが、これも調査区外に続き、全形は不明である。2つの落ち

込みの底には、中礫クラス以下の砂礫質シル ト質粘土偽礫 (40層 )が 20～40cmの厚みで

堆積していた。この擬礫をなす堆積物は、調査区の南北両端部にのみ分布する、人為的な

擾乱を受けた砂礫質シル ト質粘土と同じ層相を示す (36t層 )。

南東側の落ち込みの上部は、おもに砂質粘土層、シル トと中粒砂以下の砂の葉層の互層

が累重し、その一部を先述の砂礫層が覆つていた。北西側の落ち込みでは、有機物や異地

性の植物遺体に富むわずかに砂のまじるシル ト質粘土 (38層 )、 シル トと砂の葉層の互層

(37層 )、 中礫クラス以下の砂質シル ト質粘土偽礫を含むシル ト質粘土 (36層 )が累重し、

最上位に砂礫層が載る。上記の37層 の上面は、上位から削 り込まれてお り、落ち込みは埋

没するまでに少なくとも1回 の掘 り直 しが行われたと考えられる。また86層 は、上述した

北端部の36:層 と不明瞭ながら連続 している。両層もすでに述べた上位の畑地耕作上の特

徴をもち、その分布域が耕区であつた と考えられる。落ち込みは、この耕作地造成に際し

て行なわれた土砂取 りの結果生じたとも考えられるが、耕作期間にはおもに畑地の地下水

位を下げる排水機能をになっていたのであろう。2つ の落ち込みの南北両側は、わずかに

堤状の高まりをなしていたように見える。なお、33層下面には、堆積時の葉理を残す砂礫
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図 22遺構・遺物帯 4上部 からの出土遺物。

a.瓦器 。須恵器 。上師器 (室町時代畑地耕

作土層)、
b.瓦器・土師器 (室町時代泥層)、

c.瓦器 。上師器 (室町時代砂礫層)スケー

ルバーーは5cm。
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層が、上部のほとんどの部分を削平されたかたちで、しばしばレンズ状に挟まれていた。こ
の堆積物は泥と混合され、耕作土の材料となったものと考えられる。

以上のことから、本帯では断続的に少なくとも3回の畑地造成が行なわれたことがゎか
る。このうち前の 2回は畑地耕作土の材料となる砂礫の堆積が契機となったと思われる。
耕作土層はいずれも、約 10cm前後の厚みで、薄い作上でも生育する栽培植物が作付けさ
れていたのであろう。

本帯からは、弥生時代のものと思われる土器、古墳時代の須恵器・土師器、奈良―平安
時代の土器類、中世の須恵器・土師器・瓦器などの破片が出土した (図 22a～ c)。 この内、
本帯上部の耕作土層から出土した瓦器椀の中には、14世紀代後半のものが含まれ、本帯の
相対年代の下限を示すと考えられる。
5.5遺構・遺物帯5(鎌倉時代 :13世紀、46～48層 )

遺構・遺物帯4を構成する耕作土層の下位、T,P,0.8～0.5mま でには、有機物に富むシ
ル ト質粘土層 (41～45層 、鎌倉―室町時代泥層)が数枚みとめられたが、これらか ら人ェ
遺物は出土しなかった。この下位に、本帯に相当する、おもに砂礫質シル ト質粘土からな
り、顕著な人為的擾乱を受けた堆積層 (46～ 48層)がみとめられた。これ らは、調査区の
ほぼ全域に分布する。ただし、南部では層厚約3駐狐 で、北部に向かって層厚を減 じ、中
央部では約 5cmと なり、3枚の堆積層のうち上部の46層のみが分布する。また、北端部
では消失する。同層は、中礫～細礫クラスのシル ト質粘土偽礫を含む砂礫質シル ト質粘土
からなり、有機物に富む。中央部以北では、ひじょぅに砂がちな部分が散在する。本帯中
部に相当する47層 は、調査区南部に分布し、ややシル ト質の砂礫をマ トリクスとする砂礫
質シル ト質粘土偽礫からなる。同層は、上下層の間にレンズ状に挟まれ、とぎれがちに分
布する。本帯下部に相当する48層 は、砂およびシル ト質粘土がともに偽礫状に混合された
もので、調査区南部に分布する。同層とその直下の49層 の間には、トラフ型斜交葉理をな
す砂礫がレンズ状に挟まれた場所がわずかにみとめられたほか、砂礫に充填された足印と
ロー ドキャス トが散在していた。このことから、人為的に優乱をうけた 48層 の堆積前に
は、おもに南部に砂礫層が分布していたことがゎかる。本帯に含まれる3枚の堆積層も堆
積構造や粒径組成などの特徴から、畑地耕作土層と考えられ、これらは下位の砂礫と、本
来その上に載っていたか、あるいは近傍に堆積していた泥を混合して作 られたものと考え
られる。耕作土層中部は初期の作土の偽礫ないしは客土で、上部は耕絃・砕土による強い
擾乱による新たな作土と推測される。また、この耕作地は、本調査区以南におもに展開し
ていたのであろう。西辺の堆積層断面の観察では、南部で46・ 47層が掘 り込まれ、おそら
く耕作地内の溝となるような凹みがみとめられた (図 6の F)。

本帯の各堆積層からは、鎌倉時代の土師器・瓦器 。時期などの破片が出土した (図 23a・
b)。 このうち、瓦器椀の相対年代は13世紀中頃ないし後半であり、これを本帯の下限年代
とする。

図 23遺構・遺物帯5

(鎌倉時代畑地耕作土

層)の出土遺物。a.瓦
器・土師器・ 白磁、b.

瓦器・土師器。スケー

ルバーは5cm。
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6.地震層序

鬼虎川遺跡第38次発掘調査地点において観察した堆積層の累重の多くの層準で変形構造

がみとめられ、各層の層界がいちじるしい凹凸をなしていた。この状況は、調査医西辺の

堆積層断面図 (図 6)に も示した。これらは、調査地の北に近接する北島遺跡や、鬼虎川遺

跡の他の調査地点、および河内平野沖積低地中央部のいくつかの遺跡のおもに泥質堆積物

ですでに観察されてきた地震動による変形構造である (松田,1995a,1995b;1996;男リ

所 ,1996)。

変形構造には、水底直下で堆積物の質量と {浮力十粘性力)が釣 り合った状態で、地震

動によって波動 し、下位堆積物が上方に引きず り上げられる「開放型フレーム構造」と

その下底付近の下向きの荷重によって生じるロー ド構造、下位堆積物の液状化とせん断応

力の消失にともなって上位堆積物が下位堆積物中に瘤状に群集して沈み込むロー ドキャス

トやボールーアンドーピローとこれらの間隙を下位堆積物が上昇して生じる「被荷重型フ

レーム構造」(「 水抜け」構造の一種として「インジェクション」とも呼ばれる)、 下位堆積

物のせん断破壊によって生じた亀裂や微小断層と、これらに上位堆積物が下向きの荷重を

受けて貫入するフィッシャーなどがある。

堆積物の下方への圧密の増大にしたがって、地震動に対する応答が垂直的に異なり、上

位より粘性流動変形 一 塑性流動変形 一 塑弾性ないし粘弾性変形といつた変形機構 (垣

見 。加藤 (1994)所 収、森 (1957)の 「レオロジー的性質の基本分類」による)に対応す

る2つ以上の変形構造の垂直的な組み合せがみられる。単純には上位より、開放型フレー

ム構造 ― ロー ド構造と被荷重型フレーム構造 ― フィッシャーや微小断層、の順となる。

ただし、泥と砂、シル トと粘土、植物遺体と泥、泥炭などの密度の異なる葉層の互層が

発達した堆積物は著しい粘塑性変形を起しにくいらしいということが、これまでの変形構

造の観察でわかつてきた。たとえば、このような葉層の互層の上位に開放型フレーム構造

とロー ド構造が発達する場合には、しばしば葉層の互層を垂直方向にせん断する亀裂や

フィッシャーが生じる。いっぽう、互層の下位に地震動によって液状化したか、本来流動

性に富む堆積物が地震動をこうむると、これとさらに下位の堆積物との間でフレーム構造

が生じる。すでに述べた開放型のフレーム構造では、渦をともなう樹枝状の分岐が発達し、

引きずり上げられた堆積物が上方に向かって拡散するのに対して、あまり変形しない互層

の下位に生じるフレーム構造は、互層直下の粘性抵抗の高い部分での乱流の発達が弱いた

め、フレーム構造の上端付近が分岐・拡散せず、上方に丸く凸な雲形定規形やきのこ形を

なす。このような特徴をもつフレーム構造をここでは仮に「閉鎖型フレーム構造」と呼ぶ。

すでに呼称を与えたものを含め、3種類のフレーム構造の模式図を図24-a～ Cに示す。開

放型フレーム構造と上記の閉鎖型フレーム構造は、いずれも反復的。加速度的流動によっ

て生じた乱流のマーブル模様や渦模様をなし、詳細に見るとフラクタルな形態構成をなす

ことがククヤゝ。

1回の地震イベントによると考えられる2・ 3枚の単層にわたる変形の垂直範囲を「変形

ゾーン」と呼ぶ。上記の変形構造の現れ方には、すでに述べたように、上下の組み合せが

あり、変形ゾーンの上部に生じるべきフレーム構造がロード構造やフィッシャーに切られ

ている (あ るいは再度変形をこうむっている)場合には、2回の地震イベントによる変形が

想定され、2つの変形ゾーンを認定する。また、過去の地震イベントの年代は、変形ゾー

ンの上端ないしその直上の堆積物の年代に等しい。

調査地の堆積層の累重中に、このような変形ゾーンが少なくとも9つ の層準でみとめら

れた。上位の変形ゾーンより付番し、図6および図7にその層準を示した。変形ゾーンの

垂直断面は、現地で写真撮影した後、より詳細な観察のため、不撹乱試料を採取し、軟X
線写真撮影を行なった。試料採取した位置を図6に示した。以下に各変形ゾーンの特徴に

ついて述べる。また、前節に述べた、遺構・遺物帯の相対年代と宇佐美 (1987)に記載さ

れた調査地付近における歴史時代の被害地震の年代を対比し、変形ゾーン上端部ないし直

上の堆積物の絶対年代を推定する。

区]24

3種類のフレーム構造。

a.開放型フレーム構造

b.閉鎖型フレーム構造

c.被荷重型フレーム構造
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61変形ゾーン 1

本変形ゾーンは、遺構・遺物帯 2に相当する江戸時代―近代掘上田井路内の泥層 (12～

16層)にみとめられる。これらは掘上田が消失する直前まで残存 したもっとも新しい井路

の堆積物である。畑地では、堆積物は水分が少なく、地震動を受けても流動変形しない。ま

た、水田が湛水状態にあって変形構造が生じても耕起されて失われるが、水漬か りの状態

が持続する井路内では、泥が堆積し、浚渫・掘 り直しが行なわれない限 り、変形した構造

は保存される。

南部の井路の堆積層断面で観察された変形構造を図 25に示す。また、同断面 (Loc.1)

より採取した不撹乱試料の軟X線写真とその トレース図を図26-a～ c、 が～ごに示す。

本変形ゾーンの最下部にあたる16層 上部、掘上田のベースメントに接する14・ 15層 の

下底付近にはおもにロー ド構造がみられ、14層 の上部はすでに述べた閉鎖型フレーム構造

をなす。この分岐の間に上位の18層が流入している。同層は、上位のシル ト質粘上の葉層

互層、12層 に覆われたまま、おもに水平方向に流動したとみられるが、12層 を切って上

方にのびるダイクを充填している部分がある。12層直下の堆積物はほとんど12層 に沿っ

て変形している。12層へは、10～ 20cm間隔で、上位の 11層下部の堆積物で充填された

フィッシャーが発達し、同層はフィッシャー間で葉理を保つたまま、上に凸な彎曲をなす。

先のフィッシャーおよびダイクの発達と同時に、水平方向の反復的な流動によって生じた

屈曲がみとめられる。また12層下底付近の葉層には、微小な招曲とそのヒンジ線に沿って

生じた非対象な断裂がみとめられる。11層 は泥炭質の有機物に富むシル ト質粘土からなり、

この下部で下位の12層上部が引きずり上げられた閉鎖型フレーム構造がみとめられる。堆

積物の変形はこれより上方にはおよんでいないが、このフレーム構造の形態から変形イベ

a

図26変形ゾーン1の不撹乱試料 (Loc lで採取)、 軟 X線写真とその トレース図。

(▼ UBは変形ゾーンの上端を示す。)
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図25調査地西辺堆積層断面にみられる

変形ゾーン司。調査区南部掘上田井路内

の遺構・遺物帯 2の上部に相当。最上部

は井路を埋め立てた盛土。

ントのあった時点ではすでに植物遺体に富む11層上部が堆積 していたと考えられる。この

部分の葉埋の屈曲は、その上位の埋土堆積時の荷重によるものあろう。

調査区北端部の最も新しい埋土が明治時代の耕地整理の痕跡とすれば、本変形ゾーンは

それ以前の江戸時代末期までの地震イベントによって形成されたはずである。また、本変

形ゾーンは遺構・遺物帯 2に含まれ、その上部は近代初頭と考えられる。この期間の大規

模な地震には、1854年 7月 9日 の「安政元年6月 15日 地震」、いわゆる「伊賀上野地震」

(大長・藤田 ,1982)、 ないしは 1854年 12月 24日 の「安政南海大地震」があり、これらの

年代が 11層上部の近似的な堆積年代と推定される。
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図 27調査区西辺堆積層断面にみら

れる変形ゾーン 2。 調査区中央部の

井路内で、遺構・遺物帯 2の下部に

相当。写真左端～左上には上位で掘

り直された井路の側壁と底の輪郭が

みられる。写真中位の堆積層の変形

がきわだつ。

6.2変形ゾーン2

本変形ゾーンは遺構・遺物帯 2の下部に相当し、変形ゾーン1を含む井路の下位に残存

するより古い時期の井路内の泥層 (19～ 22)にみとめられた。これらの堆積層は、中央部

の井路にのみ残存する。現地の堆積層断面で撮影した写真を図27に、この部分 (bЭc.2)の

不撹乱試料の軟X線写真とその トレース図を図28に示す。

変形構造は、井路の底に堆積した砂礫質粘土質シル ト層下底からみられ、この部分には

ロー ド構造が発達する (図示していない)。 この上位にフレーム構造がみられるが、シル ト

質粘土とシル ト質極細粒砂の葉層互層である21層 に覆われているため、閉鎖型となってい

る。軟X線写真では、22層から21層に貫入したダイクがさらに変形を受けた状態がみら

Loc.2
T

●    ■

嶺   _,   ぇ

(14
～ 16)

19

20

20cm
21

22

図 28 変形ゾーン 2の不撹乱試料

(Loc.2で採取)、 軟 X線写真とその ト

レース図。
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れる。21層 の葉理は、あまり変形せず、ところどころに沈み

込んだ上位の20層 とともに、渦模様をなしている。軟X線

写真では、上位層の沈み込みがフイッシャーのように見え、

その間の21層 の葉理は上に凸な彎曲をなす。また、20層 中

に引きずり上げられた 21層堆積物のフレーム構造の上端部

は丸みを帯びている。これは上位の 19層 に覆われた状態で

20層中に生じた閉鎖型フレーム構造と考えられる。以上の構

造は、変形ゾーンとのそれと酷似 している。本変形ゾーンの

上端は 19層下面である。軟X線写真には、最上位に14～ 16

層に相当する砂礫質シル ト質粘土がみえ、著しいロー ド構造

をなし、さらにフィッシャーを生じている。これらは上記の

変形構造を切って生じており、変形ゾーン1の地震イベント

によって形成されたものと考えられる。

本変形ゾーンを形成した地震イベントは、遺構・遺物帯

3の室町時代末 (16世紀後半)か ら変形ゾーシ 1の 1854年

(江戸時代)ま での間に発生している。この期間の大規模な地

震には、1707年 10月 28日 の「宝永地震Jと、1662年 6月

16日 の「寛文 2年地震」がある。後述する変形ゾーン3も江

戸時代の地震イベントによると考えられるので、本変形ゾー

ンには前者の年代を割 り当て、19層の堆積年代とするのが妥

当である。

63変形ゾーン3

本変形ゾーンより下位の変形ゾーンは、掘上田井路の掘削

部分では、失われているが、本調査区を含む周辺の広い範囲

に分布したと考えられる堆積層からなる。これらはおもに後

背湿地ないし湖沼の静水域の環境下で堆積したと推定される

すヶr,い
′ ふ手

r,特

・   |=・

泥層で、この累重中には人為的な擾乱を受けた砂礫質泥からなる耕作土層力詑層準に挟ま

れる。変形ゾーン3か ら7までを含む調査区北部の堆積層断面の写真を図29に、調査区南

部 (bЭc.3)で採取した不撹乱試料の軟X線写真とトレース図を図30-a～ d・ が～diに示す。

変形ゾーン3は、遺構・遺物帯 2と 3の間にはさまれる、室町―江戸時代泥層上半の堆積

層 (25・ 26層 )にみとめられた。図 30-aと bの上部がそれにあたる。bの上部では、下位

層 (27層 )の フレーム構造がとざれ、26層 の最下部にロー ド構造が卓越するとともに、部

分的に引きず りにともなうフレーム構造が生じている。また、26層 の下底から27層 に発

達したフィッシャーがみとめられる。

変形構造の上部にあたる図30aでは、堆積物が均質なため軟X線写真でも構造が不明

瞭だが、全体として開放型フレーム構造がみられ、その中に堆積物のペレット状の散乱が

みられる。変形ゾーンの上端の構造は、写真では示されていないが、6層 に切 られており、

掘上田の造成に際して25層 の上部が削平されたことを示す。本変形ゾーンを形成した地震

イベントはすでに述べたように、1662年 6月 16日 の「寛文 2年地震」とすれば、この時

期には掘上田はまだ造成されていなかったと考えられる。

6.4変形ゾーン4

本変形ゾーンは、遺構 。遺物帯 3に相当する室町―江戸時代泥層の下部 (27～ 29層)と、

遺構・遺物帯 4の上部に相当する室町時代畑地耕作土層 (U)(30～38層 )・ 室町時代泥層

(34層 )および室町時代耕作土層 (Ll(33層 )にみとめられる。変形ゾーン3の下端がみら

れる図30も の上部より下方、図 30-cの 上部までがこれにあたる。cの上部では、砂礫質

粘土質シル ト層が、下に凸な瘤状の形をなし、下位のシル ト質粘土からなる42層 に沈み込

み、瘤の間隙には被荷重型フレーム構造が発達している。また、36子 層から下方にのびた

フィッシャーもみとめられる (図 31)。 このロー ドキャス トに近い構造の上位層にも、下に

図 29 変形ゾーン

3～ 7を 含 む西辺の

堆積層断面。調査区

耳ヒ吉5。
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b'
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49

30

図 30変形ゾーン3～ 7の不撹乱試料 (Loc.3

で採取)、 軟 X線写真とその トレース図。

(▽ UBは変形ゾーンの上端が、侵食ないし

変形によって失われていることを示す。)

図 3136'層下面から42層に発達 したロー ド

構造とフィッシャー。3α 層の畑地耕作土と

砂礫で充填 されている。
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凸な形をなすロー ド構造とその間隙の被荷重型フレーム構造がみとめられる (同図b最下

部の30層上面付近ま0。 27～ 29層 の間でより上位の堆積物が下方に沈み込むと同時に、

より下位の層が上方に引きず り上げられ渦をなして分岐する開放型フレーム構造がみられ

る。30層 上面付近には、フレーム構造下底部のロー ド構造がみとめられる。また、27・ 28

両層の層界付近にも、開放型フレーム構造基部のロー ド構造がみられ、これを境にして、下

位では比較的大きく水平方向に屈曲する構造が、より上位では細かく分岐して小さく屈曲
して垂直方向にのびる構造がみられる。この上下の境界付近では、上位の構造が下位の構

造を切っているが、27～ 29層 に連続するフレーム構造がしばしばみとめられるため、1回
の地震イベントによる変形と判断される。堆積物の組成や含水比などによって粘性が各層

で異なるために生じた変形様式の違いと考えられる。

本変形ゾーンの上端は25・ 26層で生じた変形構造に切られているが、形成時の最上位

層準を27層直上と考え、その堆積時の地震イベントを想定する。この層準には、遺構・遺

物帯 3の 16世紀後半の相対年代が与えられ、同時期で記録のある大規模地震としては、

1596年 9月 5日 の「慶長元年地震」をあげられる。したがって、この年代が 27層 直上の

堆積年代の近似値と考えられる。なお、本変形ゾーンの範囲は広く、遺構・遺物帯の相対

年代からみてさらに古い地震痕跡 (た とえば1510年 9月 21日 の「永正 7年 8月 8日 地震」)

が重複している可能性がある。

6.5変形ゾーン5

本変形ゾーンは遺構・遺物帯 4の直下、鎌倉―室町時代泥層の上部 (42・ 43層 )中にみ

とめられる。図 30-c(軟 X線写真)では、36i層が沈み込んでいるため、断片的にみとめ

られるにすぎないが、調査区の他の地点では、比較的連続していた。43層 はシル トと極細

粒砂～細粒砂の葉層の互層で、ほとんど変形していないが、上部は変形ゾーン全体にかか

る水平方向の応力や流動変形にともなう上位層との速度勾配によって生じた微小な招曲や

断裂がみとめられる。また、その上面は、下に凸な曲面が連なるロー ド構造をなす。この

上位には、43層上面付近から、引きず り上げられた堆積物が、おそ らく開放型フレーム構

造をなしていると考えられる。変形ゾーンの上端部は、ほとんどの地点でさらに上位の耕

作土層に切られて失われている。また、耕作土層下面あるいは層中から形成された足印に

よつて再擾乱されている部分もあった。

本変形ゾーンは相対年代のわかる遺構・遺物帯に対比できない。しかし下位の鎌倉時代

耕作土層に相当する遺構 。遺物帯 5が 13世紀後半であり、それより新しく、14世紀頃の

比較的大規模な地震としては、1361年 8月 3日 の「正平 16年 6月 24日 地震」があげられ

る。遺構・遺物帯4の下部にみられる畑地や落ち込みの形成年代はその直後 と推定される。
6.6変形ゾーン6

本変形ゾーンは鎌倉一室町時代泥層の下半 (44・ 45層)と、遺構 。遺物帯 5に相当する

鎌倉時代畑地耕作土層 (46～48層 )にみとめられる。図30cの中位以下、同図dの中位

よりやや下までにあたる。本変形ゾーンの下端となる変形ゾーン7と の境界は耕作活動に

ともなう足印が混在するため不明瞭で、両者は一連の変形ゾーンのようにも見える。しか

し、46層の上面付近と後述する51層上面 (図 32の 上部)の フレーム構造基吉日にあたる部

分の層界が明瞭で、ともにその上位層が著しく流動したことがうかがえる。51層 上面から

49層にかけての変形が生じるためには、少なくとも47層が堆積 していない状態を想定し

なければならない。また48層 の上端付近は47層下面付近のロー ド構造 (あ るいは 人為的

な優乱)で切られるか、再変形しているように見える。このようなことから、本変形ゾー

ンの下端は47層下面付近とみなされる。なお、この部分のロー ド構造には下位層から発達

した被荷重型フレーム構造がまれにみられる。47層 と46層には不明瞭ながらロー ド構造

がみられ、後者の上面より上方にフレーム構造が発達している。45層ではロー ド構造とそ

れにともなう被荷重型フレーム構造がみとめられ、これより上位のフレーム構造は著しく

水平方向に流動したように見える。坐 層中のフレーム構造をなす45層の堆積物は、大き

くはS宇状に屈曲しているが、いたるところで渦をなし、ペレット状に散乱している。こ
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のフレーム構造の上端付近の上方に丸みを帯びた変形形態は、型 層上面から43層 の下部

にかけての、上に凸な曲面と調和的であり、43層下部堆積直後の閉鎖型フレーム構造と考

えられる。

遺構・遺物帯5の相対年代は13世紀中頃～後半と推測される。また、本変形ゾーンの上

端はそれより上位層準であり、上位の変形ゾーンの年代、1361年より古い。このようなこ

とから、本変形ゾーンを形成したと考えられる、この時期の大規模な地震としては、1299

年 6月 4日 の「正安元年 4月 25日 地震Jと 1317年 2月 24日 の「正和 6年 1月 5日 地震」

があげられる。前者は史料にとばしく、疑わしい地震とされている。遺構 。遺物帯 5の相

対年代は 13世紀後半としたが、後者の年代を採 り、14世紀初頭までもその範囲に入れる

と、ここでは、43層の堆積年代を 1300年前後という判断にとどまる。

67変形ゾーン7

上述したように、変形ゾーン6の下位、奈良―平安時代泥層 (49～50層・51層 上面付

近)にみられ、図 30-dの下部と図32の上部がこれにあたる。同図の試料を採取 した堆積

層断面を図33に示す。51層上面は、8～ 10cmの波長で下に凸なロー ド構造の曲面が連続

し、同時に上位層の水平方向の流動による引きずりがみとめられる。50層 と49層 の層界

には、後者のフレーム構造の発達にともない、その基部で前者のフレーム構造を切るロー

ド構造がみとめられる。変形応力に対する応答が両層で異なったためと思われる。ただし、

前者から後者へ連続的に発達したフレーム構造もあり、両層の構造は1回の変形によるも

のと判断される。49層で発達するフレーム構造の上端部は、図30の下部にみられるよう

に、48層の構造が不明瞭で、同層も耕作土層と考えられるため、後世の二次的な変形を受

けた可能性が高い。採取試料に含まれていないが、図32の試料上端直上では、47層下面

が49層 の変形構造を切る形で堆積している。したがって、変形ゾーン上端部の堆積物は失

われているが、変形を生じさせた地震イベントは、いずれにせよ48層 堆積以前に起こった
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図 32 変形ゾーン7下部 と8の不撹乱試料

(Loc.4で採取)、 軟X線写真とその トレース図。
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と考えられる。しかし、本変形ゾーンに対比される遺

構・遺物帯がなく、下位層準の亜泥炭質泥層とその上

位の泥層の近隣調査地点との対比と、上位の遺構・遺

物帯 5か ら知 られる相対年代にもとづいて「奈良一平

安時代」と推定した。そのため 48・ 49層 の堆積年代

も相当な幅が見込まれる。この範囲で、本変形ゾーン

の形成にかかわった可能性のある地震は、1096年 12

月 17日 の「嘉保 3年 11月 24日 地震」、1099年 2月

22日 の「承徳 3年 1月 24日 地震J、 1185年 8月 13日

の「元暦 2年 (文治元年)7月 19日 地震」の 3つ があ

げられる。平安時代末にあたる前2者がより高いと思

われる。

6.8変形ゾーン8

本変形ゾーンは、奈良―平安時代泥層の下部 (51

層)と古墳時代泥層 (52・ 58層 )、 弥生時代中―後期

泥層 (54層)にみとめられる (図 32・ 33)。 最下部の

54層 は、弥化時代後期に河内平野沖積低地の湿地と

その縁辺で発達した亜泥炭とシル ト質粘土の葉層の互

層と、その下位で弥生時代中期に堆積 した植物遺体の

葉層が挟まれるシル ト質粘土層が、ともに層厚が小さ

いため見かけ上1層 になったものである。本調査区で

は、両層ともに植物遺体の量が少なく、おもに黒色の

泥からなる。同層とその直上の泥層にみられる著しい

変形構造は、すでにいくつかの発掘訓査で確認されて

いる。54層 は _L位の 58層 のロー ド構造やフィッ

シャーの発達によって、葉埋を保つたまま断裂された

′ ゝ
鮮

ア
撫凛

|ど
「
r■!

り、屈曲している。また、葉理が失われ、堆積物が散乱している部分もある。

53層 の最下部はロー ド構造、中・ L部から52ナ冒まではおおむね開放型とみなせるフレー

ム構造が発達している。ただし、51層 にはロー ド構造とその間隙の被荷重型フレーム構造
と思われる形態がみとめられ、これらは同層上面で上位の変形によって切られているよう
に見える。このことから、先の変形ゾーンよりも古く、本変形ゾーンよりも新しい地震イ
ベントがあった可能性がある。51層以下では、根の痕跡がよく発達してお り、同層Jl面で

陸上の侵食にさらされるような状態がある期間持続したと考えられる。この変形は、奈良

時代ないし飛鳥時代の地震イベントによると考えられるが、本調査では、相対年代を推定

するための材料を欠いていた。また、52～ 54層 までの変形に関しても、すでに河内平野の

低地では、前期の庄内式期、中期、後期末頃のそれぞれの時期に形成されたと推測される

変形ゾーンが知 られている。本調査地の変形ゾーン8では、重複するいく度かの変形の最

終的な時期は、少なくとも52層上面の堆積時期とし、6世紀後半から7阻紀の地震による

ものと考えておきたい。また、54層 はおもに弥生時代中期に形成された堆積層だが、この

時期にも2・ 3の地震動によると考えられる変形ゾーンが低地の他の遺跡で確かめられてい

る。同層中にも植物遺体の葉層が屈曲したり、下に凸な曲面からなるロー ド構造の層準が

みとめられたが、52層下面付近と58層 の変形との区別が困難であった。これらについて

は、詳細な変形構造の分析の余地が残されている。

6.9変形ゾーン9

本変形ゾーンは調査掘削の最深部でみられた明るい灰色を呈するシル ト質粘土層(56層 )

とその上位の有機物に富み、わずかに砂を含む黒色シル ト質粘土層(55層)か らなる縄文―

弥生時代泥層にみられる (図 38下部 )。 56層 上面付近には、巣穴と生物が掘 りかえした数
cm以下の同層を材料とする偽礫が散見される。また、層中には抽水植物の根や茎の痕跡が
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図 33変形ゾーン7

下部～9を 含 む調査

区西辺中央部の堆積
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発達している。近隣の調査では、この下方約 lmで細粒砂～極細粒砂とシル トないしシル

ト質粘上の葉層が互層をなす潮汐堆積物がみとめられている。この累重関係から、56層 は、

縄文時代後期～晩期に、干潟潮上帯の環境下で、55層 は縄文時代晩期～弥生時代前期に水

深の小さい湖沼の環境下で、それぞれ堆積したと推測される。

変形構造は、56層上面直下および上面にロー ド構造がみとめられ、55層 が巣穴に押し

込まれたような形態や、フィッシャーが発達した部分もある。56層 上面の堆積物は55層

の反復的な流動によって、同層中にうね りながら引きず り上げられ、開放型フレーム構造

をなす。その周辺には、小さくとざれて回転したペレット状の堆積物の散乱がみられる。こ

の調査では、本変形ゾーンの不撹乱試料を採取していないが、詳細な構造に関しては、鬼

虎川遺跡内の他地点における同一層準の試料を参照して頂きたい (松 田 ,1996)。

本変形ゾーンの上端は、55層上面付近にあり、弥生時代前期の地震によるものと考えら

れ る。

7.室町 時代 以 後 の泥 層 お よび水 田耕 作 土 層 の上 壌 分析

7.司 目的と方法

過去の堆積環境に関する情報は、まず堆積物の岩質、堆積構造、累重様式と分布などか

ら得られる。さらに、地表付近の堆積物 (regolith)の 化学的な性質からは、続成作用とし

ての土壌形成にかかわつた地形一水文条件、気候、人間を含む生物の活動などの異境要因

について推測できることがある。その試みとして、調査地のT,P。 1.8m以浅、3.lmま での

堆積物について、pH値の測定、灼熱損量による有機炭素量の推定、2価および3価鉄の含

量の推定、酸化マンガンの検出をおこなった。なお、これらを指標とする作土層、部分酸

化グライ層、集積層の土壌形態の特徴は、埋没後の地下水位の変動にあまり影響されない

と思われる (松井 ,1987)。

分析試料は、調査地西辺断面の中央部で、上位より現代水田耕作土、近代―現代水田耕

作土層、江戸時代―近代掘上田耕作土層、室町一江戸時代泥層に含まれる各単層と、その

中での層相変化に注意し、数 cm～ lo数 cm間隔で、17個採取した。

pH値の測定では、現地でブロック状に採取し密閉した試料を数時間後に開封し、その

中心部分から、現地での状態を保った堆積物を約 10g切 り出し、2mm以上の礫を除去し

て、測定用のサブサンプルとした。各サブサンプルを50ccビーカーに入れ、これに体積比

で約 2.5倍の精製水を加えて撹拌した後、pHメーター (Hanlla社製piccolo)を 懸濁水中

に挿入して測定した。測定は各サブサンプルで5回行い、その平均値を結果とした。また、

この測定は各試料について、同様の方法で再度行い、エラーを点検 した。

灼熱損量による有機炭素の推定では、細礫以上の粗粒堆積物を取 り除いた各試料の風乾

細土をさらに乳鉢で砕き、その内約5gを ニッケル製るつばに採ってサブサンプルとした。

これらを 105°Cの恒温乾燥器で 24時間乾燥後、秤量した。次に、これらを430° Cの電気

炉で24時間焼いた後、再び秤量し、減少した重量の、先の乾燥後の重量に対する百分比を

求め、有機炭素量の推定値とした。秤量は0.001g精度で行った。以上のpH値の測定と有

機炭素量の推定は、Gale and Hoare(1991)に 従った。

3価鉄は、各試料の風乾細±2gを試験管に採 り、それぞれにモリブデン酸アンモニウム

塩酸溶液を5ml力日えて振盪し、このろ液 0。 2mlに 50%チオシアン酸アンモニウム水溶液を

2滴加え、赤色の呈色反応を比色表 (「水田土壌鉄比色表」、富士平工業製。後述の2価鉄の

検出でも使用。)と比べて含量を求めた。

2価鉄の検出では、現地でブロック状に採取し密閉した各試料を、数時間後に開封し、そ

れぞれの中心部分から現地の状態を保つ堆物イタ2gを試験管に採 リサブサンプルとした。こ

れにモ リブデン酸アンモニウム塩酸溶液 5ml(モ リブデン酸アンモニウム 2gを精製水

50mlに 溶かしたものを、塩酸 81.5mlを 精製水 50mlに溶かしたものに加えて混合し、こ

れを精製水で 5倍に希釈して使用した。)を加えて振盪し、そのろ液 0.2mlに 10%フ ェリ

シアン化カリウム水溶液を2滴加えて、青色の呈色反応を比色表と比べて含量を求めた。
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に酸性が強くなり、最上部の現代水田耕作土層では、やや急激に強酸性となる。

有機炭素量は、室町―江戸時代泥層の範囲では、下部から中部に向かつて約7%か ら10%

まで増加し、次に同層上部に向かって徐々に減少する。江戸時代―近代掘上田耕作土層と

近代―現代水田耕作土層の下部では約8%の状態が続き、後者の上部で約 5%に減少する。

その上位の耕作土層では若千増加するものの、7%未満である。

2価鉄の多さは、排水不良の嫌気的な条件の強さを示す。分析結果では、柱状下部の室

町―江戸時代泥層で、2価鉄が 100g中 200mg以上で比較的高い含量を示す層準と、100g

中 3011喀 という低い含量を示す層準 (試料 16・ 13)がみられる。後者は、先のpH値の測

定結果で、やや強酸性傾向を示す 2層準と一致している。このことが、試料保存中の酸化

に起因するのであれば、次にみる3価鉄の含量が逆に高まるはずだが、その形跡はみとめ

られない。また、炭酸鉄結核の発達もみとめられないことから、この数値にもとづいて後

の検討を行うことにする。2価鉄含量は、江戸時代―近代掘上田耕作土層直下で急減し、よ

り上位の水田耕作土層では若千の増減はあるものの、低い含量が持続する。また、最上部

では、pH値 にみられるように酸性を強めるのと対応して、やや急に減少する。

3価鉄の多さは、いつぱんに好気的な条件の強さを示す。柱状下部の泥層と、もっと

も古い江戸時代―近代掘上田耕作土層下底付近までは、100g中 200alg以下の低い含量で、

近代以後の水田耕作土層の下部で2501ngと 増加した後、上方に向かつてさらに漸増する。

酸化マンガンは、おもに耕作耕作土層中の2価マンガンが、浸透水によって下層上に溶

脱したのち、好気的な条件下で酸化し、4価マンガンとして酸化・沈積したものである。こ

のことから、地下水位の低い水田で、夏のたん水・冬の落水が繰 り返された証拠となる。分

析結果では、江戸時代―近代掘上田耕作土層の層準に強い呈色反応がみられ、それより上

方の水田耕作土層中にも断続的にやや強 く反応 した層準がある。このほか、室町一江戸時

代泥層の中部に弱く反応する層準 (試料 13)がみとめられる。

7.3 検 討

ここでは、上述の分析結果と、岩質・堆積構造などから、室町―江戸時代泥層以上の堆

積物の堆積環境について検討する。分析の対象とした堆積層の累重は、岩質か らみて、下

半の室町一江戸時代泥層と上半の江戸時代から現代までの耕作土層に大きく区分される。

前者は、おもに湖沼ないし後背湿地の静水域の環境下で堆積したと考えられる。この中で、

有機炭素量がゆるやかに増城しているのは、急激な異地性の植物遺体の流入ではなく原地

性の植物遺体を給源とする有機物の蓄積の変化を示しているものと考えられる。また、間

接的には有機物の増加を静水域の浅化の指標とみなせなくもない。このことに加え、酸性

の程度を増し、2価鉄が減少するにもかかわらず、3価鉄が増加しない2つ の層準がみとめ

られることから、ほとんど水深のない、水面直下の比較的好気的条件が一定期間継続した

ことも推測しやすい。現地の堆積層断面に、高い密度で抽水植物の茎・根の痕跡がみとめ

られることも上記の推測を支持すると思われる。今回は、土壌分析を怠った、より下位の

泥層の累重中に、室町時代・鎌倉時代の畑地耕作土層が挟まれる。これらの畑地の造成は、

すでに述べたように耕作土の材料である砂礫の堆積イベントのほかに、上述のような、湖

沼ないしは湿地の乾湿 。水位低下を契機 として行われた可能性がある。

江戸時代～現代までの本田耕作土層の分析結果は、これらがたん水期の浅い水深と、落

水期の陸化 という、おおむね好気的な条件下で堆積していつたことを示している。ただ、水

田堆積物 (土壌)の有機炭素量は、江戸時代一近代掘上田耕作土層以上で、むしろ低い値を

示している。水田土壌の腐植含量の事例 (山根 ,1982)か らするとさほど低い値ではない

が、作物や水田管理の狽1面で、有機物が蓄積されにくい条件があつたと考えられる。

江戸時代一近代掘上田耕作土層では、有機炭素量は約 7.5～8%で持続し、3価鉄の含量

やpH値からみて、同耕作土層は、掘上田の造成にもかかわらず、比較的地下水位が高く、

排水不良の湿田ないし半湿田であつたと考えられる。いっぱう2価鉄の含量は、最古の水

田造成面直下で、すでに明瞭な減少を示しているが、これはおそらく上位の耕作地の好気

的な土壌環境の影響が下層土におよんだためと思われる。
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やや微妙だが、最上位の近代―現代水田耕作土層の上部と現代水田耕作土層では、上方

に向かってpH値 と2価鉄含量が減少、3価鉄含量がやや増加 し、また、3価鉄含量が増加

する4層直下には酸化マンガンの顕著な反応が5・ 6層 にみられるため、少なくとも6層以

下に地下水位が相対的に低下し、比較的良好な乾田の状態になったことがわかる。有機炭

素量の少ない3層は、4層の上に盛土・客上で形成された耕盤と考えられる。

8.ま とめ

鬼虎川遺跡第 38次発掘調査は、層序や遺構・遺物の所在と分布がこれまで明らかでな

かつた同遺跡北部の調査地で行なわれ、地表下約4m以浅で、鎌倉時代と室町時代の畑地

跡、近世の掘上田跡、近代までの水田跡などの遺構が検出された。出土遺物はひじょうに

少なかったが、これらから遺構の相対年代が半J明 した。いっぽう、遺構 。遺物を含む堆積

層の累重中には、過去の地震動によって形成された、おもに泥質堆積物の変形構造がみと

められ、出土遺物の相対年代と、史料にみられる地震の年代との対比から、変形ゾーン上

端堆積物の絶対年代を推定した。平安時代以前の年代層序に関しては、堆積層の層厚が小

さく、地震イベントと同時期の堆積層準を特定できなかった。

本調査では、調査地の堆積層累童の上部にあたる室町―江戸時代泥層、江戸時代―近代

掘上田耕作土層、近代―現代水田耕作土層、現代耕作土層の土壌試料について、pH値、有

機炭素量、2価および8価鉄含量、酸化マンガンの多少について調べた。その結果、(1)掘
上田造成以前の土壌―堆積物が、地表水位・地下水位の変動のある水深の小さい湿地の環

境下で堆積したことが推測された。(2)江戸時代から近代の前半まで継続した掘上田と、そ

れを埋め立てた直後の水田は、地下水位の高い湿田ないし半湿田であったと推定された。

(3)調査地周辺の水田の排水状態が改善され乾田化したのは、近代の耕地整理と新たな水

田造成の結果と考えられる。この水田の改良工事は、1908年 (明治 41年)1月 に始まり、

3年の歳月を費やしたことが、石切新池の堤防に建つ「耕地整理碑」力ゝら知 られる。石碑
の背面には「明治四十四年二月成功」と記されている。
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Kitoragawa site is iocated at the eastern margin Of Kawachi a‖
uvial lowiand plain,osaka Prefecture,

」apan,fOrmed in Late Ho10cene,and is adJacent tO the distal siope Of a‖
uvial fan developed from the foot

of Mt.lkOma in the cast.By former excavatiOns,the features of Middle YayoI Period(ca.200y.B.C.tO the

lst century A.D.),e.g. square burial mOunds,posts Of hOuses, paddy field,and drainage ditches,were

found with many artifacts.

The 38th excavation carried out frOm December 1 994 to March 1 995,at the northern margin Of the

site area,where stratigraphy and distribution of archaeological records have not been uncovered ctearly.

The accumulation Of beds deposited since the end of Final」
Omon per,od,in the vertical range frOm― o.2

to 3.l m above sea levet,was classified into 1 6 depOsitiOnal units.The successiOn of these depOsitiOnal

units included fo‖ Owin9 5 ethnozOnes defined by the relative dates of artifact chrono10gy:Ethnozone

l(MOdern‐ present times,aFter mid‐ 20th century)cOnsisting of paddy ficld deposits,Ethnozone 2(Edo
period―modern,1 7th-1 9th century)Consisting of paddy field deposits and muddy drainage ditches fill,

EthnozOne 3(Muromachi― Edo period, 1 4th-1 7th century)COnsisting of muddy deposits of marsh,

EthnozOne 4(Muromachi period,1 4th century)consisting Of cuitivated field deposits of twO layers,

muddy large pit(Or drainage ditch)fill,muddy bed,and gravely sand bed,and EthnozOne 5(Kamakura

period,Iate 1 3th century)Consisting Of cultivated ficld deposits.

Additionally,vve attempted to estimate the absolute dates of beds Or hOrizOns by correlatiOn between

upper boundaries of the muddy sediment deformation zones induced by the past earthquakes and the

dates Oflarge earthquakes knOwvn from histOrical records. ThOugh 9 deformation zOnes were found in

the depositiOnal success,on,6 dates Of upper boundaries of defOrmatiOn zOnes cOuld be estimated:

1854,1707,and打 662 in Edo period,1 596 in Azuchi― MOmoyama periOd,1 361 in the early part of
Muromachi period,arOund 1 300 in the later part Of Kamakura period, 1 080ts or l o9ols in the end of

Hcian perlod.

To infer the characteristics of sOils Or depOsitiOnal cOnditions of paddy fields developed after Edo

period and muddy beds Of their basement depOsited in MurOmachi period tO Early Edo period,chemical

properties of soil samples co‖ ected from thOse beds were exanlined about pH valuc,organic matter
content,cOntents Of iron diOxide,iron triOxide,manganese dioxide.As the resuit,it cOuld be infered that

there was the marsh Or pond during MurOmach卜 Early Edo period,which waterleve,was extremcly IOwered
temporarily at a few times,and the bottOm sediment was put in the aerobic cOndition,and thOugh the

paddy tteld reclamatiOn began from Early Edo pe百
od(at ieast after 1 062)on that marsh,lts water table

had been relatively high and pOOriy drained by the tast decade of Meり
i periOd.in 1 9o8,by the rising of

paddy neld surface wtth artficial i'r and reattuStment of the●
eld bOundattes by the farmers Of uetsuke

Vi‖age,hydraulic cOndition of their paddy field was quite imprOved.
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